
　

さ
て
、
少
子
高
齢
化
が
一
層
深
刻

化
す
る
社
会
環
境
、
で
は
当
地
域
の

状
況
は
以
下
に
お
示
し
し
ま
し
た
の

で
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

　

し
か
し
、
2
0
2
5
年
以
降
を

視
野
に
多
岐
多
様
化
時
代
に
ど
う
向

き
合
い
、
ど
う
活
動
、
運
営
す
る

か
、
住
民
協
議
会
と
し
て
は
、
喫
緊

の
課
題
と
考
え
ま
す
。

　

当
面
、
現
在
の
環
境
に
呼
応
、
対

応
す
る
方
向
で
、
住
民
協
議
会
の
取

り
組
み
と
し
て
、
遊
び
と
、
学
習
児

童
の
扱
い
、
学
習
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
、
居
場
所
の
確
保
、
こ
の
際
改

め
て
社
会
が
子
を
育
て
る
感
覚
と
認

識
を
共
有
、
保
持
し
た
い
も
の
で

す
。

　

現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン

タ
ー
利
用
者
は
一
日
平
均
1
5
0
〜

3
0
0
人
で
あ
り
ま
す
。
コ
ミ
セ
ン

（
住
民
協
議
会
）と
は
所
謂
、
地
域

を
つ
な
ぐ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
ど
の
役
割
。
い
わ
ん
や
、

高
齢
者
、
認
知
症
と
介
護
に
思
惑
を

抱
き
な
が
ら
相
談
と
か
、
情
報
の
交

換
等
を
「
安
易
に
、
つ
い
で
に
」
と
、

往
来
す
る
地
域
住
民
が
関
係
者
と
向

き
合
い
、
相
談
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を

施
設
内
に
設
け
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。

　

40
年
の
歴
史
を
区
切
り
に
、
少
子

化
、
高
齢
化
、
働
き
手
の
減
少
、
税

収
の
減
少
な
ど
試
練
多
き
時
代
に
対

応
す
る
た
め
、
住
民
協
議
会
と
し
て

「
何
が
で
き
る
の
か
」「
何
を
な
す
べ

き
か
」
の
学
習
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ど
う
か
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
層
の

支
え
合
い
と
、
人
と
の
繋
が
り
を
よ

り
強
固
に
し
、
次
世
代
に
バ
ト
ン
を

継
ぐ
風
土
が
、「
自
立
可
能
を
目
指

す
住
民
協
議
会
」
に
、
相
通
ず
る
も

の
と
確
信
い
た
し
ま
す
。
ど
う
か
地

域
の
皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
協
力
、
ご

支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
2
0
1
9
年
の
干
支
は
亥
。

　
「
亥
」
は
が
い
「
と
ざ
す（

）」

の
意
味
で
、
門
の
中
に
亥
と
書
か
れ

草
木
の
生
命
力
が
種
の
中
に
閉
じ
込

め
ら
れ
た
状
態
を
表
し
て
い
る
と
さ

れ
、
後
に
覚
え
や
す
く
す
る
た
め
に

動
物
の
「
猪
」
が
割
り
当
て
ら
れ
た

と
さ
れ
て
い
る
。

　

干
支
の
考
え
方
は
6
・
7
世
紀
頃

に
伝
え
ら
れ
、
時
刻
や
方
位
な
ど

様
々
な
単
位
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
猪
は
勢
い
の
あ
る
動
物
で
縁

起
の
良
い
動
物
と
さ
れ
て
い
る
。

　

亥
の
方
位
は
北
々
西
。
月
は
旧
暦

の
10
月
。
時
刻
は
午
後
10
時
。
こ
の

方
位
に
向
か
っ
て
新
し
い
年
を
迎
え

無
病
息
災
、
子
孫
繁
栄
を
願
い
亥
子

餅
を
食
べ
て
、
良
事
を
願
う
と
願
い

が
か
な
う
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

2
0
1
8
年
は
、
地
震
や
集
中
豪

雨
や
半
端
な
い
台
風
の
接
近
と
異
常

な
熱
波
の
日
本
列
島
だ
っ
た
だ
け
に

2
0
1
9
年
は
、
災
害
の
な
い
亥

の
年
だ
け
に
十
二
支
獣
の
中
で
子
・

戌
・
亥
は
多
産
系
の
動
物
と
さ
れ
て

い
る
の
で
、
人
口
減
少
が
進
む
日
本

だ
け
に
、
子
孫
繁
栄
と
、
穏
や
か
で

輝
か
し
い
幸
せ
な
年
を
願
い
た
い
。

　

特
に
今
年
は
、
天
皇
の
退
位
と
、

新
天
皇
の
即
位
が
行
わ
れ
、
皇
室
行

事
が
目
白
押
し
で
、
連
日
テ
レ
ビ
で

古
式
ゆ
か
し
い
優
美
な
日
本
の
行
事

を
目
に
す
る
こ
と
に
な
り
、
日
本
中

が
盛
り
上
が
り
フ
ィ
ー
バ
ー
に
な
る

の
は
間
違
い
な
い
と
想
像
さ
れ
る
。

　

新
し
い
年
号
が
、
何
と
命
名
さ
れ

る
か
心
待
ち
し
な
が
ら
、
今
年
の
干

支
は
平
成
最
後
の
亥（
猪
）で
、
新

年
号
の
最
初
の
干
支
に
な
る
こ
と
に

な
り
、
忘
れ
る
こ
と
の
な
い
年
に
な

り
そ
う
だ
。

 

（
A
）

　

稲
城
市
と
離
島
を
除
く
東
京
都
を

管
轄
す
る
東
京
消
防
庁
は
、
23
区
に

は
58
消
防
署
、
多
摩
地
区
に
23
消
防

署
を
所
管
し
第
1
方
面
か
ら
第
10
方

面
に
分
け
て
統
括
し
て
い
ま
す
。

　

多
摩
地
区
は
、
第
8
方
面
と
第
9

方
面
に
区
分
け
さ
れ
、
三
鷹
消
防
署

は
第
8
方
面
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

　

小
森
消
防
署
長
は
、
多
摩
地
区
23

署
が
在
る
中
、
こ
れ
ま
で
消
防
は
災

害
活
動
に
携
わ
る
男
性
社
会
の
職
域

と
し
て
、
男
性
消
防
署
長
の
み
で
し

た
が
、
初
め
て
女
性
消
防
署
長
と
し

て
輝
か
し
い
歴
史
の
一
ペ
ー
ジ
を
刻

む
こ
と
に
な
り
、
多
摩
地
区
で
初
め

て
女
性
消
防
署
長
が
三
鷹
か
ら
出

て
、
三
鷹
の
名
が
消
防
の
歴
史
に
残

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
署
長
と
し
て
繊
細
な
指
導
力

と
女
性
の
活
躍
す
る
職
場
と
し
て
職

域
拡
大
に
向
け
て
期
待
し
た
い
。

　

牟
礼
出
張
所
の
所
長
が
井
上
幾
仁

氏
に
昨
年
10
月
の
人
事
異
動
で
交
代

に
な
り
ま
し
た
。 

（
A
）

　

昨
年
は
創
立
40
周
年
の
節
目
に
当

た
り
、
委
員
始
め
皆
さ
ん
ご
苦
労
様

で
し
た
。

　
「
第
9
回
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
」
も
台
風
の
影
響
は
な
く
、

地
域
の
皆
様
方
に
多
数
ご
来
場
い
た

だ
き
、
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

多
摩
地
区
で
初
の
女
性
署
長
誕
生

『
小
森
身
智
世
三
鷹
消
防
署
長
』

　

三
鷹
市
東
部
地
区
住
民
協
議
会

 

会
長　

土 

屋　
　

坦

■
年
号
が
変
わ
る

『
今
年
の
干え

支と

は
亥い

』

 

平
成
の
最
後
の
猪
！

　

明
け
ま
し
て

　

 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

着
任
時
の
抱
負

　

台
風
24
号
の
爪
痕
を
残
す
な

か
の
着
任
。

　

近
年
、
想
定
外
と
言
わ
れ
る

災
害
が
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
。

　

署
長
と
し
て
、
想
像
力
を

も
っ
て
想
定
外
に
備
え
、
対
応

で
き
る
よ
う
訓
練
を
重
ね
、
三

鷹
市
、
三
鷹
市
消
防
団
と
と
も

に
市
民
の
安
全
安
心
を
守
っ
て

い
き
た
い
。

牟礼コミセンのホームページについて

　みなさん、牟礼コミセンのホームページを見たことが
ありますか？
　ネットで「牟礼コミュニティ・センター」で検索する
と、「お知らせ」「施設のご案内」「イベント・講座カレン
ダー」が出てきます。
　いろいろな情報が載って
います。
　普段、牟礼コミセンをあ
まり利用していない方々も、
是非、見てください。
　なお、広報紙「こみゅに
てい」のバックナンバーも
見られます。

項　目 年　度 東　部 市

人　口
H23 30,041 179,850
H30 33,003 187,351

高齢者人口
（65才～）

H23 5,202 34,196
H30 6,283 40,681

高齢化率
H23 17.3% 19.3%
H30 19.0% 21.7%

年少人口
（0～ 14才 )

H23 4,000 21,633
H30 4,676 23,608

年少化率
H23 13.3% 12.2%
H30 14.2% 12.6%

●

東
部
地
域
の
現
況

 

平
成
30
年
10
月
末
現
在

「
ケ
ア
ネ
ッ
ト
東
部
」
学
習
会（
11
／
5
）

資
料
か
ら
抜
粋

クリック

第 号

新しいコミュニティの輪。ふれあいのある生活。
集い・学び・語らう。主役はいつでも私たち市民です。

月

1.使用できる人
原則として三鷹市民と三鷹に在勤在学
している方です。

2.開館している時間
●平日　午前10時～午後９時
●日曜　午前10時～午後５時

発　行：三鷹市東部地区住民協議会
牟礼コミュニティ・センター
　　　　三鷹市牟礼7－6－25　TEL 49－3441
　　　　   http://www.mitakacc.jcomoffice.jp/~mure-cc/
印　刷：株式会社  文  伸

�
489

2019年

この広報紙は再生紙を使用しています。

（1）　平成 31 年（2019年）1月 1日 こ　み　ゅ　に　て　い 第  489  号



〒181‒0012　　  　   　　　　　　 
三鷹市上連雀８‒４‒１５
TEL  0422（49）8850
FAX 0422（47）2444

オフィスのことなら
何でもご相談ください

城西リコピー株式会社
2,500円＋税

最新刊

『吉祥寺今昔写真集』
吉祥寺の変遷を伝える
貴重な写真の数々

各書店ほか
絶賛発売中！

TEL 0422-60-2211

いまむかし

監修は「ブラタモリ」吉祥寺編
案内人 髙橋珠州彦氏

水廻りのアドバイザー

☎ 47 -7728

水漏れの修理
蛇口の交換から

リフォームのご相談。
水道管の洗浄（お掃除）などの

専門工事まで。
お気軽にご連絡ください。

オフィスビル・マンションの
快適・安全ネットワーク

株式会社

大建総業
東京都豊島区巣鴨 1-18-10
三喜ビル 5階

03-3945-0997
（代表）

新築・建替・リフォーム・土地

どんなに小さな
工事でも

おまかせください

東京都三鷹市牟礼 5-1-3
TEL（0422）48-1289 ㈹

FAX（0422）49-1207
http://www.maruei-it.co.jp/

丸栄建設株式会社
一級建築士事務所　

〒181-0002

広 告 募 集
●
料
金 

│
一
区
画

（
縦
書
14
字
×
９
行
以
内
）

　
　
　
　
三
〇
〇
〇
円

●
締
切
り
…
毎
月
1
日

翌
月
号
に
掲
載
し
ま
す
。

薬剤師募集中
【三 鷹 本 社】 三鷹市下連雀 7‒6‒29‒ 103
【武蔵野支店】武蔵野市中町 1‒25‒ 7‒ 104

☎ 0422-57-7876（24時間受付）

家族葬専門葬儀社のもと祭典
家族葬ならお気軽にご相談ください
資料請求・事前相談はお気軽に！

のもと祭典 検 索

5
日（
土
）

6
日（
日
）

12
日（
土
）

13
日（
日
）

19
日（
土
）

26
日（
土
）

27
日（
日
）

6
日（
日
）

12
日（
土
）

13
日（
日
）

26
日（
土
）

27
日（
日
）

1月の広場（遊び場）
開放日程●一 般 開 放（毎週日曜日の午後 1時～ 4時 30分）

●小学生開放（第 2・第 4土曜日の午後 1時～5時）

1 月の体育館開放日程 休

館

日

1
月
1
日（
火
）

 

 

2
日（
水
）

 

 

3
日（
木
）

 

 

8
日（
火
）

 

定
例
休
館
日

 

14
日（
月
）

 

成
人
の
日

 

15
日（
火
）

 

定
例
休
館
日

 

22
日（
火
）

 

　
　
〃

 

29
日（
火
）

 

　
　
〃

 

※
1
月
6
日（
日
）ま
で

 

　
午
後
5
時
閉
館

2
月
5
日（
火
）

 

定
例
休
館
日

 

11
日（
月
）

 

建
国
記
念
日

 

12
日（
火
）

 

定
例
休
館
日

 

19
日（
火
）

 

　
　
〃

 

26
日（
火
）

 

　
　
〃

年
末
年
始

休
館
日

牟礼コミュニティ・センターへどうぞ　☎　4９ ─ 3441
1・2月の行事のご案内

☎ 電話による申込みも可・費用のかかるものは窓口で受付けします。

行事名（担当部会） 内　　　容 日　　　時 定員 申込み 費用・その他

高 齢 者 給 食 会
（ た ん ぽ ぽ の 会 ）

71歳以上でひとりぐらしの方、及び昼
間ひとりの方の会食会です。

1 月10日（木）
2月 7 日（木）
12時30分～

追加
5名 随時受付

費　用：500円
会　場：牟礼CC会議室
※詳しくは事務局へ

健 康 づ く り
みんなで歌いましょう
（健康づくり推進特別委員会）
（共催：文化部会）

大きな声で健康に体を使って歌いま
しょう。
講師：ジャズシンガー　澄淳子さん

1 月13日（日）
午後1時30分

～ 3時30分
50名

受付中
〜

定員になり次第
締め切り

費　用：無料
会　場：牟礼CC視聴覚室

地 域 交 流
ファミリーコンサート
（多世代交流会）
（ 総 務 部 会 ）

（共催：東多世代交流センター）

声楽とピアノでクラシックを楽しんだ後
は、三鷹産野菜の豚汁であったまろう！
第1部：ファミリーコンサート
 （午前11時～正午）
第2部：三鷹産野菜の豚汁会
 （正午～午後1時）

1 月20日（日）
午前11時

～午後1時
多数 当日どうぞ

費　用：無料
持ち物：体育館履き
会　場：牟礼CC体育館

音 楽 の つ ど い
（ 文 化 部 会 ）

センターを利用して合唱や楽器の演奏をし
ている、自主グループ及び同好会の発表会。
・演奏
　ハンドベル、ウクレレ、ギター
・コーラス
　男声合唱、女声合唱、混声合唱
　二部合唱
※予定のため、変更となる場合があります。

2 月 2 日（土）
午後1時～ 4時

多数 当日どうぞ
費　用：無料
会　場：牟礼CC会議室
どうぞお気軽に！

健康づくり栄養教室
（健康づくり推進特別委員会）
（共催：厚生部会）

野菜をたっぷり使った献立
～1日350ｇの野菜・三鷹産の野菜を知る～
・腸詰しない手づくりソーセージ
・クラムチャウダー
・ケーク・サレ　野菜たぷりパン
・オレンジルイボスティー
講師：早川宏子さん

2 月 8 日（金）
午前10時20分

～午後1時
※10時15分までに 
　入室してください

24名

1月10日（木）
〜

2月4日（月）
定員になり次第
締め切り

費　用：500円（申込時納金）
持ち物：エプロン、ふきん、筆記用具
会　場：牟礼CC講習室

みたか健康づくり
セ ミ ナ ー
（健康づくり推進特別委員会）
（ 共 催： 三 鷹 市 ）

高齢期の“虚弱”（フレイル）に注意しま
しょう！
1回…健康長寿の食生活
　　　～低栄養を予防しよう～
2回…健康なお口でいきいき生活
　　　～オーラルフレイルを予防しよう～
3回…動きやすいからだづくり
　　　～ロコモティブシンドローム予防～

2 月23日（土）
から全3回

午後1時30分～ 3時

40名

1月10日（木）
〜

定員になり次第
締め切り

費　用：無料
日　程： 2月23日
（全3回） 3月2日
　　　 3月9日（持ち物：タオル）
会　場：牟礼CC会議室

健 康 づ く り
ダ ン ス 体 操
（健康づくり推進特別委員会）
（共催：スポーツ部会）

ストレッチ、脳トレ、体操をまじえな
がら、音楽にのせて楽しく体を動かし
ましょう！
講師：TOMOさん（介護士・現役ダンサー）

2 月24日（日）
午前10時30分～正午

30名

2月3日（日）
〜

定員になり次第
締め切り

費　用：無料
持ち物：タオル（運動できる服装）
会　場：牟礼CC消費者活動室

第  489  号 こ　み　ゅ　に　て　い 平成 31 年（2019年）1月 1日　（2）



基
に
検
証
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。「
古
事
記
」
や
「
日
本
書
紀
」

を
は
じ
め
と
す
る
六
国
史（
続
日
本

紀
、
日
本
後
紀
、
続
日
本
後
紀
、
日

本
文
徳
天
皇
実
録
、
日
本
三
代
実

録
）と
呼
ば
れ
る
「
正
史
」
な
ど
の

文
字
資
料
が
基
本
と
な
り
ま
す
。
し

か
し
、
昔
の
文
字
資
料
は
数
が
少
な

い
の
で
、
文
献
資
料（
文
字
資
料
）

を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
考
古
学

の
成
果
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
文
字
資
料
で
も
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
が
、「
勝
者
の
歴
史
」

で
あ
る
と
い
う
こ
と
。「
勝
て
ば
官

軍
、
負
け
れ
ば
賊
軍
」
の
よ
う
に
、

負
け
た
側
の
歴
史
は
残
り
づ
ら
い
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
極
端
な
事

を
言
う
の
な
ら
ば
、
今
知
っ
て
い
る

「
歴
史
」
が
違
う
場
合
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
証
拠
を
積
み
上
げ
て
築
い
て

い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、「
思
い
込

み
」
や
「
勘
違
い
」
の
場
合
、
時
に

は
ね
つ
造
さ
れ
た
も
の
な
ど
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
「
新
選
組
」
を
例
に
あ
げ
れ
ば
、

昔
の
イ
メ
ー
ジ
は
「
尊
皇
攘
夷
」
で

あ
る
長
州
や
薩
摩
の
敵
で
あ
り
、
幕

府
側
に
つ
い
た
賊
軍
で
あ
り
、
人
斬

り
集
団
と
い
う
感
じ
だ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
ま
さ
に

「
敗
者
の
歴
史（
イ
メ
ー
ジ
）」
の
部

分
が
強
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、

実
際
の
と
こ
ろ
新
選
組
は
「
尊
皇
攘

　

今
回
は
、「
多
摩
の
歴
史
」
と
い

う
こ
と
で
、
多
摩
地
域
の
多
く
の
歴

史
の
中
か
ら
、
時
代
と
し
て
は
江
戸

時
代
最
後
の
幕
末
か
ら
近
代
そ
し

て
、
現
在
に
つ
い
て
紹
介
し
な
が

ら
、「
歴
史
」
に
つ
い
て
、
興
味
・

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

報
道
な
ど
で
も
ご
存
知
の
方
が
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
今

年
は
「
明
治
1
5
0
年
」
の
年
で

す
。
そ
の
関
係
で
、
各
地
で
明
治

1
5
0
年
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や

博
物
館
の
展
示
な
ど
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
私
の
勤
務
し
て
い
る
新
選

組
の
ふ
る
さ
と
歴
史
館
の
関
連
で
い

え
ば
、
戊
辰
戦
争
1
5
0
年
で
あ

り
、
来
年
は
新
選
組
副
長
で
、
日
野

で
生
ま
れ
育
っ
た
土
方
歳
三
の
没
後

1
5
0
年
の
年
と
な
り
ま
す
。

　
「
歴
史
」
と
い
う
と
ど
う
し
て
も
、

学
校
な
ど
で
習
う
「
歴
史
」
を
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

身
近
な
歴
史
と
し
て
、
皆
さ
ん
の

「
歴
史
」
は
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

自
分
の
歴
史
は
自
分
自
身
な
の
で
、

当
然
の
こ
と
で
す
が
知
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
私
も
そ
う
な
の
で
す

が
、
意
外
と
自
分
の
先
祖
の
こ
と
や

親
戚
の
こ
と
を
把
握
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
と
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
も
そ
も
「
歴
史
学
」
は
、
様
々

な
「
証
拠
」
を
基
に
検
証
を
し
て
、

積
み
重
ね
た
結
果
が
学
校
の
教
科
書

に
の
る
「
歴
史
」
を
形
成
し
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
が
「
知
っ
て
い
る
歴
史
」

は
、
基
本
的
に
は
様
々
な
研
究
か
ら

導
き
出
さ
れ
た
通
史
。
様
々
な
「
資

料
」
が
証
拠
と
な
っ
て
、
歴
史
が
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
古
代

史
の
場
合
、
限
ら
れ
た
文
献
資
料
を

夷
」
で
あ
り
、
捕
縛
を
基
本
と
し
た

治
安
維
持
集
団
で
し
た
。
そ
し
て
こ

の
昔
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
た
の
が
小

説
家
の
司
馬
遼
太
郎
で
、「
燃
え
よ

剣
」
や
「
新
選
組
血
風
録
」
な
ど
の

作
品
に
よ
っ
て
、
新
選
組
の
イ
メ
ー

ジ
は
が
ら
り
と
変
わ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
歴
史
資
料
で
は

な
く
小
説
や
ド
ラ
マ
な
ど
の
イ
メ
ー

ジ
に
よ
っ
て
も
我
々
が
「
知
っ
て
い

る
歴
史
」
が
変
わ
る
こ
と
は
よ
く
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
歴
史
の

題
材
と
し
て
「
多
摩
」
に
つ
い
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
多
摩
地

域
と
い
う
と
主
に
23
区
以
外
の
地
域

を
さ
し
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
三
鷹
市

を
含
め
た
多
摩
川
の
北
側
は
北
多

摩
、
日
野
や
八
王
子
は
南
多
摩
、
桧

原
村
な
ど
東
京
の
町
村
は
現
在
も
西

多
摩
郡
と
な
っ
て
い
ま
す
。
北
・

南
・
西
と
あ
り
ま
す
が
、
東
は
と
い
う

と
、
東
多
摩
郡
も
昔
あ
り
ま
し
た
。

現
在
の
中
野
区
と
杉
並
区
の
地
域
で

す
。
そ
の
後
、
明
治
29（
1
8
9
6
）

年
に
豊
多
摩
郡
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
の
多
摩
地
域
は
、
当
然
で
す

が
東
京
都
で
す
。
し
か
し
、
明
治
時

代
こ
の
あ
た
り
は
神
奈
川
県
で
し

た
。
つ
ま
り
、
昔
の
「
東
京
」
と
い

う
と
、
現
在
の
23
区
の
エ
リ
ア
で
あ

り
、
多
摩
地
域
は
違
っ
た
わ
け
で

す
。
し
か
し
、
明
治
26（
1
8
9
3
）

年
に
多
摩
地
域
も
東
京
府
に
移
管
さ

れ
、
東
京
の
エ
リ
ア
と
な
っ
た
わ
け

で
す
。
三
鷹
に
住
ん
で
い
る
方
だ
と

新
宿
な
ど
が
近
く
横
浜
な
ど
神
奈
川

県
地
域
は
遠
く
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

　
〝
ボ
ー
っ
と
生
き
て
る
ん
じ
ゃ
な

い
よ
〞
と
チ
コ
ち
ゃ
ん
に
叱
ら
れ
た

訳
で
は
な
い
の
で
す
が
、「
図
書
委

員
会
」
な
る
も
の
を
建
ち
上
げ
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
は
各
部
会
か
ら
選
出

さ
れ
た
本
の
虫
7
名
で
構
成
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
〝
エ
〜
？　

ム
レ
コ
ミ
セ
ン
に
図

書
室
が
あ
っ
た
ん
だ
。
知
ら
な
か
っ

た
〞
と
の
声
を
耳
に
し
ま
し
た
。
二

階
の
一
角
に
少
し
暗
そ
う
な
部
屋
が

あ
っ
て
、
机
が
10
卓
程
あ
り
、
少
し

入
り
に
く
い
ん
で
す
。
新
刊
書
だ
っ

て
年
間
6
0
0
冊
購
入
し
て
い
ま

す
。
雑
誌
も
婦
人
公
論
と
か
文
芸
春

秋
と
か
月
刊
誌
を
中
心
に
何
冊
か
並

べ
て
あ
り
ま
す
。
絵
本
も
豊
富
、
漫

画
だ
っ
て
あ
る
ん
で
す
よ
。
ま
ず
は

一
度
入
室
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
地

道
な
活
動
の
第
一
歩
は
Ｐ
Ｒ
か
ら
！

　

ア
ン
ケ
ー
ト
を
つ
く
り
ま
す
。
利

便
性
だ
け
で
な
く
快
適
性
も
求
め
よ

う
と
、
手
始
め
に
役
員
方
を
対
象
に

ご
意
見
、
ご
要
望
を
募
り
た
い
と
思

い
始
動
し
ま
し
た
。
小
規
模
な
図
書

室
だ
か
ら
こ
そ
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

空
間
を
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
の
改
善
に
注
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ミ
タ
カ（
三
鷹
・
見
た
か
）

　

キ
イ
タ
カ（
効
い
た
か
・
聞
い
た
か
）

　

こ
の
タ
ン
カ（
短
歌
・
啖
呵
）

　

お
や
じ
ギ
ャ
グ
で
恐
縮
で
す
が
文

化
の
薫
り
た
だ
よ
う
こ
の
地
域
に
新

し
い
図
書
室
を
み
な
さ
ん
と
ご
一
緒

に
創
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
チ
コ

ち
ゃ
ん
の
お
仲
間
で
あ
る
カ
ラ
ス
の

キ
ョ
エ
ち
ゃ
ん
に
も
誉
め
て
も
ら
え

そ
う
な
も
の
を
。 

（
H
）

　

『
い
い
カ
ァ
ー

　
　

え
え
カ
ァ
ー

　
　

そ
う
カ
ァ
ー
』

　

昨
年
11
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
同

大
会
で
は
、
約
7
5
0
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
の
協
力
の
も

と
、
姉
妹
町
の
福
島
県
矢
吹
町
か
ら

の
招
待
チ
ー
ム
を
含
む
1
9
5

チ
ー
ム
が
仲
間
と
市
内
を
駆
け
抜

け
、
健
闘
し
ま
し
た
。

◇
一
般
女
子

　

第
6
位　

北
野
マ
ミ
ー
ズ

◇
シ
ニ
ア

　

第
3
位　

北
野
ミ
ッ
ク
ス

 

（
住
区
内　

成
績
上
位
）

ま
せ
ん
が
、
町
田
と
か
南
多
摩
地
域

の
方
だ
と
意
外
と
横
浜
や
神
奈
川
県

地
域
の
方
が
近
い
の
で
す
。

　

し
か
し
、
多
摩
エ
リ
ア
と
都
心
を

結
ぶ
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の

が
、
現
在
の
J
R
中
央
線
、
当
時

は
甲
武
鉄
道
と
い
う
私
鉄
で
し
た
。

明
治
22（
1
8
8
9
）年
4
月
11
日

に
新
宿
│
立
川
間
が
開
業
し
た
の
で

す
が
、
最
初
の
駅（
停
車
場
）は
中

野
・
境（
武
蔵
境
）・
国
分
寺
だ
け

で
し
た
。
そ
し
て
8
月
11
日
に
立
川

│
八
王
子
間
が
開
業
し
て
、
新
宿
│

八
王
子
間
が
つ
な
が
っ
た
の
で
す
。

中
央
線
の
路
線
を
見
て
い
た
だ
く

と
、
中
野
か
ら
立
川
ま
で
ほ
ぼ
一
直

線
な
の
に
気
づ
か
れ
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
路
線
に
は
諸
説
あ
り
ま
す

が
、
私
は
土
地
の
買
収
や
地
理
的
要

因
か
ら
武
蔵
野
台
地
を
貫
く
路
線
の

方
が
、
効
率
的
か
つ
経
費
も
安
く
す

む
と
い
う
判
断
だ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
甲

武
鉄
道
開
業
後
に
新
た
に
作
ら
れ
た

駅
は
「
日
野
」
で
し
た（
明
治
23
年

1
月
6
日
開
業
）。
そ
の
後
、
大
久

保
駅（
明
治
24
年
5
月
）、
荻
窪（
明

治
24
年
12
月
）、
吉
祥
寺（
明
治
32

年
12
月
）、
豊
田（
明
治 

34
年
2
月
）

と
駅
が
増
え
て
い
き
、
三
鷹
駅
は
昭

和
5
年
6
月
で
し
た
。
な
お
、
皆
さ

ん
の
身
近
な
京
王
線
も
笹
塚
│
調
布

間
の
開
始
は
大
正
2（
1
9
1
3
）

年
で
、
京
王
井
の
頭
線
は
昭
和
に

入
っ
て
か
ら
の
誕
生
で
す
。

　

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
の

住
ん
で
い
る
「
三
鷹
」
周
辺
の
近
代

の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
ご
存
じ
の
こ
と

ば
か
り
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

ら
の
こ
と
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら

「
記
録
」
が
残
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ

紹
介
で
き
る
「
歴
史
」
で
す
。

 

講
師　

髙
橋
秀
之

 

（
新
選
組
の
ふ
る
さ
と
歴
史
館
）

  ●
東
部
学
苑
公
開
講
座
紹
介 

2
0
1
8
年
9
月
10
日 　

多
摩
の
歴
史
│
多
摩
の
幕
末
、近
・
現
代
史
か
ら
歴
史
を
考
え
る 

「
図
書
委
員
会
」の
ご
紹
介

第
27
回 

三
鷹
市
民
駅
伝
大
会

日　

時　

1
月
16
日（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

内　

容

　

ど
な
た
で
も
気
軽
に
お
立
ち
寄
り

い
た
だ
け
る
地
域
の
居
場
所
作
り

を
目
指
し
開
催
す
る
サ
ロ
ン
で
す
。

　
「
ひ
だ
ま
り
体
操
」
や
季
節
の

歌
を
唄
い
交
流
を
深
め
ま
す
。

参
加
者　

ど
な
た
で
も

参
加
費　

無
料

場　

所　

牟
礼
地
区
公
会
堂

 

（
所
在
地
・
牟
礼
3
│
9
│
2
）

問
合
せ
先

　

ケ
ア
ネ
ッ
ト
東
部
事
務
局
三
鷹
市

　

地
域
福
祉
課
地
域
ケ
ア
推
進
係

☎
45
│
1
1
5
1　

内
線
2
6
6
3

牟礼3町会共催
・上町会　・東町会
・中町会

牟
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

図
書
室

新
刊
紹
介

※
図
書
室
に
て
、

　
随
時
リ
ク
エ
ス
ト

　
受
付
中
！

•
銀
河
食
堂
の
夜
 

さ
だ
ま
さ
し

•
掟
上
今
日
子
の
乗
車
券
 
西
尾　

維
新

•
フ
ー
ガ
は
ユ
ー
ガ
 

伊
坂
幸
太
郎

•
魚
類
学
の
百
科
事
典
 
日
本
魚
類
学
会

•
任
務
の
終
わ
り　

上
・
下

 

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
キ
ン
グ

•
ア
リ
バ
イ
崩
し
承
り
ま
す

 

大
山
誠
一
郎

•
ひ
ゃ
っ
か
！
 

今
村　

翔
吾

•
骨
を
弔
う
 

宇
佐
美
ま
こ
と

•
少
女
た
ち
は
夜
歩
く
 
宇
佐
美
ま
こ
と

•
愛
な
き
世
界
 

三
浦
し
を
ん

•
凜
の
弦
音
 

我
孫
子
武
丸

三鷹警察署 ☎0422（49）0110
三鷹市役所 ☎0422（45）1151

振り込め詐欺の手口「こんな場合、あなたの対応は??」
■
相
手

│
三
鷹
警
察
署
刑
事
課
の
○

○
で
す
が
、
詐
欺
犯
人
を

捕
ま
え
た
ら
、
ア
ナ
タ
の

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
情
報

が
犯
人
側
に
漏
れ
て
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

■
貴
方

│
え
ー
！

本
当
で
す
か
？

■
相
手

│
カ
ー
ド
情
報
を
悪
用
さ
れ

な
い
た
め
、
直
ぐ
に
カ
ー

ド
を
使
用
停
止
に
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
暗
証

番
号
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

■
貴
方

│

※

こ
の
後
、
貴
方
は
何
と

　回
答
を
し
ま
す
か
？

⊠
一
番
ダ
メ
な
回
答

暗
証
番
号
を
教
え
る
。

⊠
一
番
ダ
メ
な
回
答

暗
証
番
号
を
教
え
る
。

騙
さ
れ
な
い
た
め
の

ポ
イ
ン
ト

　警
察
官
、
銀
行
協
会
な

ど
を
名
乗
っ
て
も
信
じ
な

い
。
警
察
官
、
銀
行
協
会

が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の

暗
証
番
号
を
聞
い
た
り
、

カ
ー
ド
を
預
か
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。（
警
察
官
を

名
乗
る
者
が
警
察
手
帳
を

示
し
て
も
、
そ
れ
は
オ
モ

チ
ャ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。）

（3）　平成 31 年（2019年）1月 1日 こ　み　ゅ　に　て　い 第  489  号



初
式
」（
午
前
10
時
）が
、
三
鷹
市
立

第
一
中
学
校
校
庭
で
行
わ
れ
ま
す
。

★
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

　

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
三

鷹
市
と
「
災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
関
す
る
協
定
書
」
を

締
結
し
、
市
内
で
震
度
6
弱
以
上
の

地
震
災
害
や
風
水
害
な
ど
の
大
規
模

災
害
が
起
き
た
時
に
、「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
、
被
災
し
た
地
域
の
復

旧
・
復
興
を
支
援
す
る
た
め
「
被
災

者
の
力
に
な
り
た
い
」
と
い
う
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
受
け
入
れ
、
被
災
し
た

方
へ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
な
ど

を
行
い
ま
す
。

　

実
際
に
は
被
災
者
が
、
室
内
外
の

片
付
け
、
避
難
所
で
の
手
伝
い
な
ど

を
希
望
す
る
被
災
者
か
ら
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
派
遣
の
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
、
市
内
外
か
ら
の
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
そ
し

て
、
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
数
を
調
整
し
、

活
動
に
必
要
な
用
具
な
ど
と
共
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
を
行
い
ま
す
。

 

（
F
）

運
営
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
要
支
援
対
象
者
の
安
否

確
認
を
行
い
、
発
災
時
に
近
い
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
に
は
、
町

会
、
自
治
会
に
加
入
さ
れ
て
い
な
い

方
も
他
の
地
域
の
方
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
11
月
10
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。（
12
月
号
報
告
済
。）

　

い
ず
れ
の
避
難
所
運
営
委
員
会
も

町
会
・
自
治
会
が
中
心
と
な
っ
て
運

営
さ
れ
、
要
支
援
者
の
登
録
も
個
人

情
報
に
留
意
し
て
管
理
し
て
お
り
ま

す
。
町
会
・
自
治
会
に
入
会
し
て
お

り
ま
す
と
、
様
々
な
情
報
も
届
き
ま

す
。
自
助
・
近
助
の
重
要
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
今
日
、
町
会
・
自
治
会

へ
の
入
会
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

★
消
防
団
に
つ
い
て

　

三
鷹
市
に
は
条
例
に
基
づ
き
設
置

さ
れ
た
消
防
団
が
10
個
分
団
あ
り
ま

す
。
東
部
住
区
に
は
そ
の
う
ち
、
第

2
分
団（
新
川
2
丁
目
）、
第
3
分

団（
牟
礼
2
丁
目
）、
第
5
分
団（
牟

礼
6
丁
目
）に
、
詰
所
が
置
か
れ
、

防
災
減
災
の
先
頭
に
立
っ
て
活
躍
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
1
月
13
日（
日
）
に
は
、

三
鷹
市
が
主
催
し
て
、
消
防
団
の
「
出

営
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
。
体

験
会
に
は
、
町
会
、
自
治
会
に

加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
も
他
の

地
域
の
方
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
は
、
9
月
9
日

に
行
わ
れ
ま
し
た
。（
10
月
号

報
告
済
。）

●
第
三
中
学
校
避
難
所
・
防
災

訓
練

　

第
三
中
学
校
学
区
の
中
の
牟

礼
高
山
町
会
、
牟
礼
富
士
見
町

会
、
都
営
牟
礼
四
丁
目
ア
パ
ー

ト
自
治
会
の
エ
リ
ア
を
対
象
と

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
の
代
表

者
と
、
三
鷹
市
、
消
防
署
、
消

防
団
と
と
も
に
第
三
中
学
校
避

難
所
運
営
委
員
会
を
組
織
し
、

理
解
を
い
た
だ
き
、
み
な
さ
ま
と
一

緒
に
歩
ん
で
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

★
防
災
訓
練

　

三
鷹
市
で
は
年
1
回
中
央
会
場
を

持
ち
回
り
で
、
総
合
防
災
訓
練
と
し

て
、
大
々
的
な
訓
練
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

30
年
度
は
10
月
28
日
東
部
住
区
の

第
六
中
学
校
を
会
場
に
1
0
0
0

人
を
超
え
る
市
民
の
参
加
を
得
て
行

わ
れ
ま
し
た
。（
12
月
号
報
告
済
）

　

31
年
度
は
西
部
住
区
で
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。（
住
区
単
位
の
訓
練
と

し
て
東
部
住
区
は
、
牟
礼
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。）

★
避
難
所
訓
練

　

避
難
所
単
位
の
訓
練
は
、
高
山
小

学
校
と
第
三
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

●
高
山
小
学
校
避
難
所
体
験
会

　

高
山
小
学
校
学
区
の
中
の
牟
礼
中

町
会
、
牟
礼
上
本
町
会
、
三
鷹
台
団

地
自
治
会
、
牟
礼
団
地
自
治
会
の
エ

リ
ア
を
対
象
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団

体
の
代
表
者
と
、
三
鷹
市
、
消
防

署
、
消
防
団
と
と
も
に
高
山
小
学
校

避
難
所
運
営
委
員
会
を
組
織
し
、
運

★
三
鷹
市
の
防
災
に
つ
い
て

　

三
鷹
市
で
は
自
然
災
害
の
地
震
、

風
水
害
を
中
心
に
、
防
災
、
減
災
を

目
標
に
市
内
を
7
つ
の
住
区
に
分

け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
住
区
に
自
主
防
災

組
織
を
つ
く
っ
て
お
り
ま
す
。

★
三
鷹
市
東
部
住
区
防
災
連
合
会

　

三
鷹
市
東
部
住
区
防
災
連
合
会
の

区
域
は
、
北
野
全
域
・
牟
礼
全
域
・

新
川
2
・
3
・
6
丁
目（
主
に
新
川

宿
町
会
エ
リ
ア
）
と
な
っ
て
い
ま

す
。
組
織
の
中
核
は
、
住
区
内
町
会

（
9
）・
自
治
会（
4
）・
管
理
組
合

（
2
）・
東
部
住
協
・
三
鷹
市
赤
十
字

奉
仕
団
及
び
顧
問
と
し
て
三
鷹
市
消

防
団
第
2
・
3
・
5
分
団
で
構
成

し
、
関
係
機
関
と
し
て
三
鷹
消
防
署

（
三
鷹
消
防
署
牟
礼
出
張
所
）お
よ

び
三
鷹
市
総
務
部
防
災
課
と
連
携
し

て
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

目
的
は
、
災
害
や
火
災
等
に
対
し

て
、
被
害
の
軽
減
と
住
民
が
安
心
し

て
住
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
三
鷹
市
民
の
た
め
の

啓
発
型
体
験
を
テ
ー
マ
と
し
た
『
防

災
訓
練
』
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
連
合
会
の
防
災
関
係
者
に
対
す

る
可
搬
ポ
ン
プ
訓
練
、
救
命
に
関
す

る
資
格
の
取
得
お
よ
び
「
防

災
」
に
つ
い
て
の
研
修
会
を

実
施
し
防
災
力
の
向
上
に
努

め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
住

区
内
6
ヵ
所（
第
一
小
・
高

山
小
・
北
野
小
・
第
三
中
・

第
六
中
・
牟
礼
C
C
）の
避

難
所
の
運
営
に
携
わ
り
「
そ

の
時
」
に
即
応
で
き
る
よ
う

打
合
せ
会
議
や
訓
練
も
適

時
、
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
今
ま
で
以
上
に

よ
り
多
く
の
一
般
市
民
の

方
々
が
訓
練
な
ど
に
参
加
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
計
画

を
考
え
て
ま
い
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
連
合
会
へ
の
活
動
に
ご

　

都
庁
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
方
々
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、「
平

成
」
と
し
て
の
最
後
の
記
念
す
べ
き

1
月
1
日
に
念
頭
の
挨
拶
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
感
慨
深
く
感
じ

ま
す
。
こ
の
組
織
は
、
平
成
6
年
4

月
か
ら
設
立
準
備
を
開
始
し
、
7
月

に
設
立
し
ま
し
た
。
本
年
平
成
31
年

1
月
で
、
25
年
目
の
活
動
の
年
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も

ひ
と
え
に
皆
様
方
の
協
力
の
賜
物
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
新
し
い
視
点
で
の

防
災
訓
練
や
啓
発
活
動
を
と
お
し

て
、
災
害
の
発
生
に
対
し
減
災
に
な

る
よ
う
訓
練
し
、
住
民
が
安
心
し
て

住
め
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
活

動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
東
防
連
理
事
・
防
災
委

員
一
同
を
代
表
し
て
今
後
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

三
鷹
市
東
部
住
区
防
災
連
合
会

 

会
長　

冨 

澤　

和 

也

　

先
日
久
し
ぶ
り
に

新
宿
西
口
に
あ
る

「
東
京
都
庁
舎
」
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
も
自
転
車
で
‼

　

人
見
街
道
を
東
へ

久
我
山
、
高
井
戸
、

浜
田
山
、
大
宮
八
幡

宮
、
方
南
町
を
抜
け

て
約
40
分
で
着
き
ま

し
た
。

　

42
階
展
望
室
の
見

認
で
き
ま
す
よ
！

　

井
の
頭
公
園
の
木
立
、

牟
礼
コ
ミ
セ
ン
周
辺
の

マ
ン
シ
ョ
ン
群
等
々
で

す
。
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と

し
て
東
八
道
路
の
ご
み

焼
却
場
煙
突（
三さ
ん

調ち
ょ
うめ

の
エ
ン
ト
ツ
く
ん
）が

目
印
で
す
。

　

お
ま
け
情
報
で
す
。

職
員
食
堂
は
誰
で
も
利

用
で
き
ま
す
‼　

第
一

か
が
！

　

も
う
一
つ
、
北

展
望
室
45
階
に
あ

る
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
1
1
0
0
円

か
ら
ラ
ン
チ
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま

す
よ
！ 

（
R
）

学
者
は
急
増
し
て
い
る
よ
う
で
、
最
近
は
外
国
人
観
光
客

が
8
割
程
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
周
り
か
ら
聞
こ
え
る
言
葉

は
解
り
ま
せ
ん
が
多
分
中
国
語
だ
と
思
い
ま
す
。

　

観
光
客
の
多
さ
と
南
側
展
望
室
が
工
事
中
で
使
え
な
い

た
め
30
分
か
ら
1
時
間
待
ち
で
す
。
42
階
ま
で
一
気
に
上

が
る
と
2
0
2
メ
ー
ト
ル
か
ら
東
京
の
街
を
一
望
で
き

ま
す
。
双
眼
鏡
を
持
参
す
れ
ば
「
我
が
街
三
鷹
市
」
も
確

本
庁
舎
の
32
階
と
第
二
本
庁
舎
の
4
階
に
職
員
食
堂
が
あ

り
ま
す
。
入
庁
手
続
き
を
す
れ
ば
誰
で
も
利
用
で
き
格
安

料
金
で
昼
飯
が
食
べ
ら
れ
ま
す
。

　

5
0
0
円
〜
6
0
0
円
で
和
・
洋
・
中
か
ら
選
べ
ま

す
。
お
勧
め
は
第
一
本
庁
舎
32
階
で
す
。
私
達
一
般
人
も

沢
山
見
か
け
ま
す
、
一
度
話
の
タ
ネ
に
行
っ
て
み
た
ら
い

まちかど掲示板

三鷹から見た都庁

都庁から見た三鷹台団地

災害、まったなし ─ 防災特集災害、まったなし ─ 防災特集
第  489  号 こ　み　ゅ　に　て　い 平成 31 年（2019年）1月 1日　（4）


